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中米 の 民族

国立民族学博物館教授 八杉 佳穂

　 中米 とい うのは,英 語 の ミ ドル ・ア メ リカにあた るこ

とばで,ふ つ うメキ シコか らパ ナマ までの 国を さす こ と

ば と して使われ てい る。 ところが メキ シコで は,中 米 に

あた る語 は,メ ヒコ ・イ ・ア メ リカセ ン トラル(メ キ シ

コ と中央 ア メ リカ)と いい,自 分 たちは北米 に属す ると

み な してい る。 この地域 を指す こ とばには,そ のほか,

中央ア メ リカ(セ ン トラル ・ア メ リカ)と メソア メ リカ

とい うこ とばが あ り,人 に より理解 が異な り,混 乱をき

た して いる よ うであ る。 おそ らく,中 央ア メ リカは,グ

アテマ ラか ら南 の,ベ リーズ,ホ ンジュ ラス,エ ル サル

バ ドル,ニ カ ラ グア,コ スタ リカ,そ してパナ マ まで

の7か 国を さす 地理 的,政 治的な こ とば と解す るのがふ

つ うでは なか ろ うか。 これ に対 して,メ ソア メ リカは,

は っき り定義 された こ とばであ り,マ ヤ文明や アステカ

文 明な どが栄 えた文化領域 を さす。 おお よそ,メ キシコ

の南 半分 と,グ アテマ ラ,ベ リーズ,そ れにホ ンジユ ラ

ス とエ ルサルバ ドルの西半 分が含 まれ る地域で ある。

中 米 の 古 代 文 明

　 この地域 は,世 界の4大 文 明に匹敵す る重要な地域 と

思 うので あ るが,わ が国で はあ ま り問題 に され るこ とは

な い。それ は,お そ らく,こ の地域 の国々が現代社会 に

与 え る影響 が少 ないか らで あ ろ う。征服 された地域で あ

る こ とも関係す るのか も しれ ない。 も しかす る と,こ の

地域 の人 々が 旧大 陸か ら移動 したモ ンゴ ロイ ドで あ り,

文 明はそ の亜流 に過 ぎない とい う思いが あるのか も しれ

な い。 しか しな ん とい って も最大の原 因は,学 問の伝統

が浅 い ことに よるに違い ない。

　 中米に住 む先住 民は,人 種 的にはモ ンゴ ロイ ドだ とい

われ てい る。 ときお り,人 種 的な話 を文 化に直接結び つ

け る人が いるが,言 語 学的,文 化的 にさかのぼ るこ とが

で きるの は,せ いぜい紀 元前2,000年 くらいであ る。 モ

ン ゴ ロイ ドの拡散 は,1万 年 以上前 の話で あ るので,単

位が 一桁違 い,と て もモ ンゴ ロイ ドだか らとい って,マ
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ヤ文 明 とアジアの文 明を結びつ けるわ けにはいか ないの

で ある。

　 中米で発展 した文 明が,4大 文 明に匹敵 す る とい った

の は,こ こに文字が発生 したか らであ る。わが 国で は,

中米 も南米 も区別 されず,中 南米 とい うこ とばひ とつで

片づ け られ るこ とが多 いが,南 米 の文明 と決定的 に違 う

ところは,中 米には文字 があ った が,南 米で は文字 は発

達 しなか った ところにある。

　 中米 には,マ ヤ文字やサ ポテカ文 字,ア ステカ文字 な

ど十指 にあ まる文字体系 があ った。 これ らのほ とん どは

16世 紀 のスペ イ ン人 の征服 以前 にす で にす たれ て いた

が,ア ステ カ文字 の よ うに,そ の 当時 も使われ てい た文

字 もあ った。

　 文字 はいわ ば人 類の英知 の結晶で ある。 しか し技術 的

には,ず っ と石器 時代で あった。それ に もか かわ らず,

ピ ラ ミッ ドを は じめ とす る建 築物や石 彫の美 しさ,繊 細

な土器や複 雑 な暦 な どをみ る と,中 米 の文明 は旧大 陸の

諸文明 に引 けを取 らな い とい ってよい。

　 中米 に文 明が生 まれ た のは,紀 元 前12世 紀頃 で,そ

れ をオル メカ文 明 とい う。 メキシ コ湾岸 の低地帯 で ある。

以 後,高 地 ではサ ポテカ文 明や アステ カ文明 な ど,低 地

で はマヤ文明な どが生 まれ ては滅ん だ。

　地 図 をみ て もわか る よ うに,中 米が ある ところは北緯

10度 か ら30度 くらいで あるが,そ の 中心 のメ ソア メ リ

カは北緯20度 前後で ある。熱帯 か ら亜熱 帯地域で あ り,

低地 はた えず暑い が,中 米 の背骨 ともいえる シエ ラマ ド

レ山脈が南 北に走 ってお り,高 地は涼 しい。高地 と低地

とい う環境 の違い が,資 源や作 物な どの交換,人 的な交

流 を生 み,諸 文 明が 発展 してい った と思 われ る。

　 こ うした文 明が,16世 紀の 征服 に よ り,ほ とん ど根

こそぎ失われて しまった。

中 米 の 諸 民 族

　マ ヤやア ステカはすで に有名で はあ るが,わ が 国では,

どち らか とい うと,ロ マ ンの対象 に過 ぎず,学 問の対象

となってい る とい う認識 は少 ない よ うに思 われ る。 これ

が現在 住んで い る人々 とな る と,も っ と知 られて いない

ので はなかろ うか。

　 中米の場合,メ キ シコ とグア テマ ラに先 住民は集 中し

て い る。 とはい っ て もメキ シ コの 場合 は,1990年 の統

計で は全 人 口は8,124万9,645人 であ るが,こ とばを話

す5歳 以上の 全人 口7,056万2,202人 に対 し,先 住 民の
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言 語 を話 す人hは528万2,347人 で,約7.5%に す ぎな

い。 ほ とん どが メスティ ソ と呼ばれ る混血で ある。 これ

に対 して,グ アテマ ラの場 合,1994年 の 統計で は,全

人 口833万1,874人 に対 し,先 住民の人 口は347万6,684

人 で,全 体 の約42%を 占め る。そ して15歳 以上 の文盲

率 は35.8%に 達 してい る。 この2か 国が ほ とん どを 占

め,グ ア テマ ラ以 南の 国々 に は,約35万 人 い るだけで

ある。

　 中米 には100近 い言語 が話 され て いる。民族 とはなに

か は,民 族学 者 を悩 ませ る基本 的な 問題 のひ とつで ある

が,中 米の場 合,言 語 グル ープを民族 の単位 とみ ていい

だ ろ う。 もちろん これ はアイデ ンテ ィテ ィの問題で あ り,

村 ご とに異な る民族衣装 か ら,文 化 は村 ごとに違 うとい

える こ ともあるだ ろ うし,場 合 に よっては,自 分 たちは

メキ シコ人 とか グアテマ ラ人で ある とい うこともあ り得

る。政府 の時 の政策で,イ ンデ ィヘナで あ った り,メ ス

テ ィ ソで あ るこ ともあるが,そ うした 自己認識 に,言 語

の違 いは深 く影 響 を与 えてい る ことは間違いない。

　 ほ とん どの言 語 グル ープは,メ ソ アメ リカ と呼ばれ る

古代 の諸 文明 が展開 した 中米の 中心域 にいる。そ の北は

ユ ー トア ステ カ語族 の い くつか の言語(約20万)の ほ

か,セ リ語(560人)や ユーマ 語族(560人)が い るだ

けであ る。一方 南は,南 米の言語 に属す るチブチ ャ語族

や ミスマ ルパ語 族な どで あ る。 これ には黒人 との混血で

あ るガ リフナや ミスキ トな ども含まれ る。

　 中米 の 中心で もあ るメ ソア メ リカ にいる民族は,ユ カ

テ クや キチ ェな どの マヤ語 族(約500万 人)と サポ テカ

や ミシ ュテ カな どのオ トマ ンゲ語族(165万 人),ユ ー
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後帯機で布 を織るマヤの女性

トア ス テカ 語族 に属 す るナ ワ諸語(ア ステ カ

文 明 のナ ワ トル 語 も含 んで120万 人)が 中心

で,そ の ほか ミへ=ソ ケ語族(17万 人)や トトナ カ語

族(22万 人)や タ ラ ス コ語族(10万 人)な どが い る

(図参照)。

　 彼 らは征服 以後虐 げ られた生活 を余儀 な くされて きた

が,最 近は教 育や社会変 化のた め,彼 らのほ とん どは母

語 と ともに,ス ペイ ン語 を操れ るよ うに なってきた。オ

アバ カ 州や グ アテマ ラな どで ご くふ つ うに 見 られ た,
こうたいばた

後帯機で 織 った民族衣装 をつ けた女性 も少な くな ってき

てい る。 トウモ ロコシを主食に し,昔 なが らの生活 を営

んで いる よ うにみ えるが,確 実 に現代 文明 に取 り込 まれ

つつ ある。 同時に失われ つつあ る自分 た ちの文 化を見直

す 気運 も高 ま ってい る。

　 93年 の グ アテマ ラのキチ ェ ・マ ヤ 人で あ る リゴベル

タ ・メ ンチ ュ女 史の ノ ーベ ル平 和 賞受 賞や,94年 の メ

キシ コのチアパ ス州のサ パティス タの蜂起な どか らわか

る よ うに,最 近 は民族運動 が活発 にな ってい る。グ アテ

マ ラで は,マ ヤ ・アカデ ミーがで き,母 語 をアル ファベ

ッ トで記 し,法 律 な ども母語 で も記す べきだ とい う運動

が 盛 ん にな って い る。 その 成果 の ひ とつ と して,文 字

(正書法)が 法律 で定 め られ た。言語 名 もそ の表 記法 に

則 り変 え られ た。 その結果,た とえば,キ チ ェの場合だ

と,Quicheか らK'iche'に,ケ クチの場合だ と,　Kekchi

か らQ'egchi'と い う綴 りにな った。 ところが,そ れ まで

読 めて いた名が,声 門閉鎖 を表す アポス トロフィをつ け

た た めに,ど う読 んで よいかわか らない とい う,皮 肉な

現 象が起 こっている。それ は,権 利 を主張す るあま り,

自 らが受 け入れ を拒否す るか た くな な態度に なって しま

ってい る彼 らを象徴 している よ うに思 えて な らない。
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